
HUGで考える

災害時の母子支援
家を失った妊婦や赤ちゃん、小さな子ども、その家族が

どこで生活をするか知っていますか？

（避難所運営ゲーム）

災害は、いつ、どこで、誰の身に起こるかわかりません。
特に、環境の変化を受けやすい、妊産婦や乳幼児は、災害時には
最大限の配慮が必要です。
HUG（避難所運営ゲーム）を通して、避難所を模擬体験し、
災害への準備や平時から出来ることを一緒に考えてみませんか？
このワークショップは、医療的な知識や特別なスキルは必要ありません。
机上ゲームを通して楽しく学べる研修会です。

スケジュール
8:45 〜 受付開始
9:00〜 オープニング、ゲーム説明
9:20〜 避難所運営ゲーム、意見交換
11:15〜 亜急性期の対応
12:30 終了

日時：2025年10月12日(日) 9:00~12:30
会場：北海道大学病院札幌市北区北15条西7丁目
対象者：どなたでも参加可能
募集人数：約30人程度 参加費：無料
募集期間：2025年9月15日まで。
申し込み方法：https://forms.gle/sTBz45sT2cSuonmG8
お問い合わせ先：北海道大学病院産婦人科齊藤良玄

m010067d@yahoo.co.jp
主催：北海道周生期医療救急支援の会
共催：一般社団法人WIND 後援：北海道
＊助産師実践能力習熟段階レベルⅢ認証更新要件「選択研修」に該当します

《申し込みQRコード》
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